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エ
ネ
ル
ギ
ー
と
は

　

私
た
ち
の
身
の
回
り
に
は
、
電
気
や
ガ
ス
、
石

油
な
ど
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
使
っ
て
仕
事
を
す
る
も

の
が
た
く
さ
ん
あ
り
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
私
た
ち
の

生
活
に
と
っ
て
必
要
不
可
欠
な
も
の
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

そ
も
そ
も
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
は「
仕
事
を
す
る
力
」

の
こ
と
で
す
。
例
え
ば
、
人
が
ご
飯
を
食
べ
て
力

を
出
す
よ
う
に
、
光
っ
た
り
、
熱
く
な
っ
た
り
、

動
い
た
り
す
る
た
め
に
は
す
べ
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
が

必
要
で
す
。

　

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
歴
史

　

私
た
ち
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
の
関
わ
り
は
、
数

百
年
前
の
「
火
」
の
発
見
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

そ
し
て
、
長
い
期
間
「
火
」
や
「
水
」
な
ど
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
有
効
活
用
し
て
き
ま
し
た
が
、

１
７
０
０
年
代
に
な
っ
て
蒸
気
機
関
が
、
さ
ら
に

１
８
０
０
年
代
に
は
内
焼
機
関
や
発
電
機
が
発
明

さ
れ
、
動
力
や
照
明
と
し
て
使
わ
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
こ
れ
以
来
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量

は
飛
躍
的
に
増
加
し
、
現
在
も
増
加
の
一
途
を
た

ど
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
結
果
、
こ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
大
量
消
費
が
地
球
温
暖
化
な
ど
地
球
環
境
を
破

壊
す
る
問
題
を
発
生
さ
せ
、
さ
ら
に
は
化
石
燃
料

の
資
源
枯
渇
と
い
う
問
題
も
出
て
き
て
い
ま
す
。

　

日
本
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

　

日
本
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
は
世
界
で
４
番
目

に
多
く
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
た
く
さ
ん
消
費
し
て

い
ま
す
。
過
去
５
年
間
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量

を
見
る
と
横
ば
い
状
態
で
推
移
し
て
い
ま
す
が
、

１
９
９
０
年
と
比
較
す
る
と
増
加
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
石
油
や
石
炭
、
天
然
ガ
ス
な
ど
の
化
石
資

源
か
ら
、
原
子
力
や
水
力
な
ど
環
境
負
荷
の
少
な

い
資
源
に
移
行
し
て
い
ま
す
が
、
依
然
と
し
て
化

石
資
源
が
全
体
の
80
％
以
上
を
占
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
電
力
、
ガ
ス
、
石
油
系
液
体
燃
料
な
ど

の
最
終
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
は
年
々
増
加
の
傾
向

に
あ
り
、
特
に
業
務
部
門
や
家
庭
部
門
な
ど
の
消

費
量
増
加
は
年
々
大
き
く
な
っ
て
い
ま
す
。

省
エ
ネ 

　

日
本
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
給
率
は
国
内
に
エ
ネ
ル

ギ
ー
資
源
が
ほ
と
ん
ど
な
い
た
め
４
％
と
低
く
、

核
燃
料
の
再
利
用
を
合
わ
せ
て
も
20
％
以
下
と

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源

を
外
国
か
ら
の
輸
入
に
頼
っ
て
お
り
、
輸
入
が
ス

ト
ッ
プ
す
る
と
日
本
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
不
足
に
陥
り

ま
す
。

　

世
界
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源

　

電
気
や
ガ
ソ
リ
ン
な
ど
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
よ

り
、
私
た
ち
の
生
活
は
豊
か
な
も
の
に
な
り
ま
し

た
。
し
か
し
、私
た
ち
の
都
合
に
よ
り
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
大
量
に
使
っ
て
き
た
こ
と
で
、
現
在
で
は
エ
ネ

ル
ギ
ー
資
源
が
な
く
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
下
図

で
示
す
年
数
は
、
現
在
発
見
さ
れ
て
い
る
エ
ネ
ル

ギ
ー
資
源
を
今
の
ペ
ー
ス
で
使
い
続
け
る
と
、
こ

の
年
数
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
利
用
で
き
な
く
な

る
こ
と
を
表
し
て
い
ま
す
。
こ
の
年
数
を
可
採
年

数
と
い
い
、
石
油
な
ど
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
は
残

り
少
な
い
こ
と
を
表
し
て
い
ま
す
。

　
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
を
有
効
に
活
用
す
る
こ
と
、
地
球
温
暖
化
を
防
ぐ
こ
と
の
両
面
か
ら
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
進
め
る
こ
と
は
私
た
ち
の
国
、

ひ
い
て
は
地
球
の
将
来
に
と
っ
て
非
常
に
重
要
な
課
題
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
一
人
ひ
と
り
が
電
気
・
ガ
ス
・
石
油
の
節
約

な
ど
、
住
民
み
ん
な
で
省
エ
ネ
活
動
に
取
り
組
む
こ
と
、
企
業
に
つ
い
て
は
、
高
効
率
型
の
電
気
・
ガ
ス
・
石
油
機
器
を
導
入
す
る
こ
と
、

ビ
ル
や
住
宅
を
省
エ
ネ
化
す
る
こ
と
な
ど
を
進
め
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
将
来
の
た
め
に
残
さ
れ
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
効
率
的
に

利
用
す
る
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
強
く
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

● エネルギー資源の可採年数 ●

ス
マ
ー
ト
ラ
イ
フ
。

で
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地
球
温
暖
化
の
発
生

　

地
球
温
暖
化
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
大
量
消
費
に
よ

り
、大
気
中
の
温
室
効
果
ガ
ス
の
濃
度
が
上
が
り
、

地
上
か
ら
出
る
熱
が
大
気
中
に
閉
じ
込
め
ら
れ
て

気
温
が
上
昇
す
る
現
象
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
石
炭
、
石
油
、
ガ
ス
な

ど
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
を
使
う
量
が
増
加
す
る

と
、
空
気
中
に
出
さ
れ
る
二
酸
化
炭
素
の
量
も
増

加
し
ま
す
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
に
伴
い
、
大
気
中

の
二
酸
化
炭
素
濃
度
は
１
７
５
０
年
に
比
べ
る
と

１
９
９
９
年
に
は
31
％
増
加
し
、
現
在
も
増
加
の

一
途
を
た
ど
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
二
酸
化
炭
素

を
酸
素
に
変
え
て
く
れ
る
森
林
が
伐
採
な
ど
で
少

な
く
な
っ
て
き
て
い
る
の
も
地
球
温
暖
化
の
原
因

の
一
つ
で
す
。

　

地
球
温
暖
化
が
進
む
と
、
21
世
紀
末
に
は
地
球

の
平
均
気
温
が
１
・
４
～
５
・
８
℃
上
昇
し
、
地
球

の
気
候
が
大
き
く
変
わ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

そ
の
結
果
、
動
植
物
の
生
息
す
る
範
囲
に
影
響

が
出
て
き
た
り
、
熱
帯
特
有
の
伝
染
病
が
他
の
地

域
で
も
発
生
す
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

す
で
に
北
極
、
南
極
の
氷
や
世
界
の
山
岳
地
帯
の

氷
河
の
融
解
や
、
海
水
の
熱
膨
張
に
よ
り
海
面
が

上
昇
し
、
海
岸
近
く
の
低
い
土
地
が
海
に
沈
ん
で

し
ま
う
な
ど
の
被
害
が
出
始
め
て
い
ま
す
。

　

地
球
温
暖
化
へ
の
対
策

　

地
球
温
暖
化
は
地
球
全
体
の
問
題
で
あ
る
た

め
、
世
界
各
国
が
一
体
と
な
り
考
え
、
解
決
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
日
本
や

世
界
各
国
が
協
力
し
合
い
、
温
室
効
果
ガ
ス
を
減

ら
す
取
り
組
み
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

１
９
９
７
年
に
開
か
れ
た
気
候
変
動
枠
組
条
約

第
３
回
締
約
国
会
議
（
Ｃ
Ｏ
Ｐ
３
）
で
は
、
各
国

の
温
室
効
果
ガ
ス
の
削
減
目
標
を
決
め
た
「
京
都

議
定
書
」
が
議
決
さ
れ
、
以
降
気
候
変
動
枠
組
条

約
第
９
回
締
約
国
会
議
（
Ｃ
Ｏ
Ｐ
９
）
ま
で
温
室

効
果
ガ
ス
の
取
り
決
め
に
つ
い
て
の
検
討
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
２
０
０
４
年
11
月
に
ロ
シ
ア
が
京
都

議
定
書
に
批
准
し
た
こ
と
か
ら
、
２
０
０
５
年
に

京
都
議
定
書
が
発
効
さ
れ
ま
し
た
。
日
本
の
取
り

組
み
と
し
て
は
、
２
０
０
８
年
か
ら
２
０
１
２
年

の
間
に
二
酸
化
炭
素
排
出
量
を
１
９
９
０
年
に
対

し
６
％
削
減
す
る
こ
と
を
国
際
的
に
約
束
し
、
達

成
に
向
け
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
電
化
製
品
の
普
及
増
加
や
車
社
会
の

進
展
な
ど
に
よ
り
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
が
増
加
し

た
た
め
、
２
０
０
３
年
に
お
い
て
は
１
９
９
０
年

と
比
べ
て
約
８
・
３
％
上
回
っ
て
お
り
、
削
減
約

束
と
の
差
は
14
・
３
％
と
広
が
っ
て
い
ま
す
。

地球温暖化のしくみと
温暖化に伴う現象
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高
森
町
地
域
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン

　

町
は
平
成
17
年
度
に
「
高
森
町
地
域
省
エ
ネ
ル

ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
策
定
し
、
町
民
、
事
業
所
と

一
体
と
な
っ
て
、
地
球
温
暖
化
防
止
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

　

高
森
町
地
域
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
で
は
、

家
庭
部
門
、
業
務
部
門
、
産
業
部
門
、
運
輸
部
門

で
そ
れ
ぞ
れ
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
可
能
性
量
を
調
査

し
、
全
体
で
14
・
７
％
が
削
減
可
能
と
算
出
し
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
14
・
７
％
を
目
標
と
す
る
と

新
た
な
出
費
が
発
生
し
、
経
済
的
な
負
担
が
大
き

く
、
本
来
の
目
的
で
あ
る
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
達
成

で
き
な
く
な
る
恐
れ
が
あ
る
た
め
、
目
標
値
を
平

成
17
年
度
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
の
８
・
０
％
削
減

と
定
め
、
京
都
議
定
書
約
束
の
平
成
24
年
度
ま
で

に
目
標
の
達
成
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

推
進
計
画

　

高
森
町
地
域
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
で
は
、

「
楽
々
活
き
活
き
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
」
の
ス
ロ
ー
ガ

ン
を
も
と
に
、
５
つ
の
推
進
計
画
に
沿
っ
て
具
体

的
な
導
入
の
計
画
を
立
て
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
推

進
し
て
い
き
ま
す
。

①
行
政
率
先
省
エ
ネ
推
進
計
画

②
住
民
楽
々
省
エ
ネ
推
進
計
画

③
事
業
所
活
き
活
き
省
エ
ネ
推
進
計
画

④
子
ど
も
の
頃
か
ら
省
エ
ネ
教
育
計
画

⑤
き
っ
か
け
づ
く
り
省
エ
ネ
普
及
計
画

年
次
計
画

　

そ
れ
ぞ
れ
の
推
進
計
画
が
効
率
よ
く
実
行
す
る

た
め
の
年
次
計
画
を
、
前
期
・
中
期
・
後
期
に
分

け
て
立
案
し
て
い
ま
す
。

前
期
（
平
成
18
年
～
20
年
）

　

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
普
及
す
る
た
め
の
基
盤
を
整

備
す
る
こ
と
を
目
標
と
し
、
行
政
は
率
先
し
て
省

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
実
施
と
住
民
・
事
業
所
に
対
す
る

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
普
及
啓
発
を
行
い
ま
す
。
住
民
・

事
業
所
は
省
エ
ネ
行
動
に
取
り
組
み
、
ま
ず
実
践

し
て
み
ま
す
。
短
期
省
エ
ネ
目
標
を
平
成
17
年
度

エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
よ
り
３
・
２
％
削
減
と
し
、

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
基
盤
づ
く
り
を
し
ま
す
。

中
期
（
平
成
21
年
～
24
年
）

　

住
民
・
事
業
所
が
自
主
的
に
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

実
施
し
て
い
き
ま
す
。
そ
の
た
め
に
行
政
は
省
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
徹
底
を
図
り
、
住
民
・
事
業
所
の
取

り
組
み
を
支
援
し
、
高
森
町
で
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
徹
底
を
図
る
と
と
も
に
、
住
民
・
事
業
所
の
取

り
組
み
を
支
援
し
、
高
森
町
で
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー

が
確
立
す
る
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。
中
期
省
エ
ネ

目
標
を
平
成
17
年
度
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
よ
り

８
・
０
％
削
減
と
し
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
定
着
を

目
指
し
ま
す
。

後
期
（
平
成
25
年
～
27
年
）

　

こ
れ
ま
で
の
施
策
を
振
り
返
り
、
更
な
る
省
エ

ネ
ル
ギ
ー
推
進
の
た
め
の
施
策
を
検
討
し
ま
す
。

　省エネ目標は全体で 70.3 ＴＪ／年で、平成 17 年度エネルギー消費量の 8.0％に相当します。そのため、中期活動計画が完了する平成 24
年度における省エネルギーの目標値を平成 17 年度エネルギー消費量の 8.0% 削減と定め、達成することを目標とします。目標を達成すると
平成 24 年度では、原油 1,836 ㎘／年、二酸化炭素 3,533t−CO2 ／年を削減することができます。住民 1人当たりに換算すると、原油 259 ㍑
／年、二酸化炭素 499㎏−CO2 ／年を削減することになります。

※�ＴＪ（テラジュール）とは、10 の 12 乗を表すＴ（テラ）と熱量を表すＪ（ジュール）をあわせた単位であり、　
1ＴＪとは 20℃の水 3㍑を 100℃に上昇するのに必要なエネルギーとほぼ同等である。

■ 高森町のエネルギー消費量（平成 17 年度）　　　　　　　 　（単位：ＴＪ／年）

■ 省エネルギーの目標

電　力 ガ　ス
石油系

液体燃料
太陽熱 薪 全　体

原油換算

ドラム本数

家庭部門 72.9 73.6 21.4 4.2 3.7 175.9 23,020 本

業務部門 267.6 30.8 69.8 0.0 0.0 368.2 48,190 本

産業部門 34.9 2.4 12.4 0.0 0.0 49.7 6,505 本

運輸部門 0.0 0.0 289.8 0.0 0.0 289.8 37,930 本

全　　体 375.4 106.9 393.4 4.2 3.7 883.6

原油換算

ドラム缶本数
49,135 本 13,990 本 51,485 本 550 本 485 本 115.645 本

エネルギー消費量

（ＴＪ／年）

省エネ目標

（ＴＪ／年）

省エネ率

（％）

原油削減量

（ｋ㍑／年）

二酸化炭素削減量

（t−CO2 ／年）

家庭部門 175.9 16.4 9.3 425 765

業務部門 368.2 39.4 10.7 1,031 1,819

産業部門 49.7 1.6 3.2 42 75

運輸部門 289.8 12.9 4.5 338 874

全　　体 883.6 70.3 8.0 1,836 3,533



455 Public Information

　行政が手本・先導者となって省エネルギーを実施し、その省エネル
ギーの効果について広報することで、実用性を普及することができま
す。また、省エネルギーの取り組みをアピールすることで住民の省エ
ネルギーに対する意識を高め、更なる省エネルギーの促進が期待でき
ます。

　省エネルギーを継続して行うためには「我慢」や「節約」というイメージから離れ、「地球にやさしい」「無駄の
ないシンプルな生活」などの前向きなイメージで望むことが大切です。このような省エネ型の生活をスマートライ
フといいます。スマートライフを実施し、楽しく省エネを行います。
　そこで、行政はスマートライフを行うための手法を普及し、住民はさまざまな手法の中からそれぞれのライフス
タイルにあった省エネを選択するシステムをつくります。

　事業所における省エネ活動、エネルギー管理、省エネ設備の導入や
クリーンエネルギー自動車活用等による省エネルギーを実施します。
　また、省エネルギー型の商品が普及されると町内における需要が高
まり、家庭部門の省エネルギーにつながるとともに経済の活性化にも
つながります。

　子どもを通じて家庭、事業所、地域全体へと省エネルギーが普及さ
れることを目指します。省エネルギーについて幼い頃から指導教育す
ることで、エネルギーや環境保全への意識・行動が身に付き、継続性
のある省エネルギーの確立とともに自らの手で未来を切り開く世代の
育成に努めます。

　省エネルギーの必要性や手法をイベントや情報媒体を通じて普及す
ることで、町全体の省エネ意識の向上に努めます。
　また、国や県が実施する補助事業を紹介し、積極的な省エネルギー
が実施される社会づくりを目指します。

高森町省エネルギー推進計画　その１

行政率先省エネ推進計画

高森町省エネルギー推進計画　その２

住民楽々省エネ推進計画

高森町省エネルギー推進計画　その３

事業所活き活き省エネ推進計画

高森町省エネルギー推進計画　その４

子どもの頃から省エネ教育計画

高森町省エネルギー推進計画　その５

きっかけづくり省エネ普及計画
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財団法人／省エネルギーセンター「家庭の省エネ大事典」より
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このマークのお店を利用しまし
ょう。

①知る
マークと数字でわかる省エネ性能。
　この制度は、家庭で使われる製品が国の省エネルギー基準を達成しているかどうかをラベルに表示するもので、Ｊ
ＩＳで規定されています。省エネ基準を達成した製品には緑色のマーク、達成していない製品にはオレンジ色のマー
クが表示されます。緑色のマークで、省エネ基準達成率の数字が大きいほど、省エネ性能がすぐれた製品といえます。
カタログや製品本体などに表示されていますので、選ぶ際の目安にしてください。
　また、平成18年10月から、統一省エネラベルがスタートしました。小売事業者の店頭で、エアコン、電気冷蔵庫、
テレビについて、表示されています。

②比べる
どの製品を選ぶと省エネになるの？そんな疑問にお応えします。
　「省エネ性能カタログ」には、エアコンやテレビ、冷蔵庫など、最新機器の消費効率
を比較したリストが掲載されています。どの製品を購入すれば、より省エネになるか、
比べられて便利です。また、上手な選び方や使い方など、生活に役立つ情報もいっぱい。
ぜひ活用してください。
　詳しくは　http://www.eccj.or.jp/catalog/

③お店を選ぶ
購入するなら、「省エネ型製品普及推進優良店」で。
　「省エネ型製品普及推進優良店」は、省エネ型製品を積極的に販売し
たり、省エネに関する情報を消費者の方々にお知らせしている家電専
門店です。優良店として認められた店舗は、シンボルマークの使用が
認められます。省エネ型製品の購入は、おトクな省エネ情報が得られる、
これらのお店で！
　詳しくは　http://www.eccj.or.jp/yuryoten/

•エアコン •ガス温水機器
•冷蔵庫 •石油温水機器
•冷凍庫 •電気便座
•蛍光灯器具 •電子レンジ
•ストーブ •テレビ
•変圧器 •ガス調理機器
•ジャー炊飯器 
•磁気ディスク装置
•ＤＶＤレコーダー
•電子計算機（パソコン）

かしこい機器選びのポイント

● ラベリング制度表示例
省エネ基準を達成しているラベル

省エネ基準を達成していないラベル

ラベルが小さい場合には一部情報が省略される場合があります。

● 統一省エネラベル表示例● 対象は16製品。

　この制度は、家庭で使われる製品が国の省エネルギー基準を達成しているかどうかをラベルに表示するもので、Ｊ

「省エネラベ
リング制度」

を活用しまし
ょう。

どの製品を選ぶと省エネになるの？そんな疑問にお応えします。
省エネ性能カタログでかしこく

機器選び。
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　省エネ家計簿とは、消費者が楽しみながらできる環境に配慮した省エネ型の家計簿で、電気・ガス・ガソリン
等のエネルギーやごみの量をチェックすることにより、家庭生活に伴う二酸化炭素の排出量が計算でき、同時に
家計のチェックにも役立ちます。省エネ家計簿をつけることで、省エネ行動の効果が一目で分かり、省エネルギー
に対する意識の向上が期待できます。省エネ家計簿は高森町のホームページに掲載しています。

高森町も
クール・ビズ！
　環境省が呼びかけている夏の軽装「クール・ビズ」。高森町
も省エネと環境対策のため、冷房設定温度を27～ 28℃に設
定し、ノーネクタイなどの軽装で業務を行っています。皆さん
のご理解をお願いします。

　省エネ家計簿とは、消費者が楽しみながらできる環境に配慮した省エネ型の家計簿で、電気・ガス・ガソリン

省エネ家計簿

買い物は
マイバッグで！
　スーパーなどで渡されるレジ袋は、1人当たり年間260枚
に上ります。レジ袋を260枚作るには4.7㍑の原油が必要で、
これを二酸化炭素排出量に換算すると12.4 ㎏出しているこ
とになります。買い物にはマイバッグを持参しましょう。
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　農地を農地以外の目的（山林転用、資材置き場など）
で利用する場合は、県知事の許可が必要です。
● 農地転用とは？
　農地転用とは、農地に区画形質の変更を加えて、住宅
用地や資材置き場、道路、山林などの用地に転換するこ
とをいいます。
● なぜ許可が必要？
　耕地面積が少ない上に人口が多い我が国は、食料自給
率も低く優良な農地は大切に守っていく必要がありま
す。このため農地の転用には、農地法で一定の規制がか
けられています。
● 対象となる農地は？
　すべての農地が転用許可の対象となります。地目が農
地であれば、耕作されていなくても、農地として活用で
きる限り農地として取り扱われます。また、登記地目が
農地でなくても、耕作できるように管理されている土地
は農地と見なされます。

● 許可なく転用したら？
　許可を受けないで無断で転用すると、その農地の権利
取得の効力が生じない（所有権移転登記ができない）だ
けでなく、県知事は工事の中止、原状回復などを命ずる
ことができます（農地法第83条の 2）。また、これら
に違反した場合には、３年以下の懲役または300万円
以下の罰金が科せられます（農地法第92条）。
● 農業者年金受給者は特に注意！
　農業者年金を受給している人が、後継者に貸し付けし
て経営移譲した農地を転用したときは、年金が支給停止
になる場合がありますので、特に注意してください。
●まずは相談してください！
　農地を農地以外に転用する場合は、手続きなどが複雑
ですので、地区の農業委員か農業委員会事務局に相談し
てください。

農地転用には許可が必要です
問　農業委員会事務局　℡ 62-1111（内線 152）

　児童手当制度とは、生活の安定と児童の健全な育成の
ため、12歳までのお子さんを養育している人に手当が
支給される制度です。
● 対象者
　12歳（小学校修了）までのお子さんを養育している
人に支給されます。
● 支給月額
・0～2歳
　出生順位を問わず月額10,000円
・3～12歳
　第1子及び第2子は月額5,000円、第3子以降は
月額10,000円
● 支払時期
　原則として2月、6月、10月に、それぞれの前月分
までが支給されます。
　申請した翌月分から支給されることになります。

● 所得制限限度額
　前年の所得（1～ 5月分については前々年の所得）
が一定以上の場合には、所得制限により児童手当は支給
されません。また、所得には一定の控除があります。
※所得や扶養親族等の変動により、今まで支給を受けて
　いなかった人が支給を受けられるようになる場合があ
　ります。
● 「児童手当現況届」は6月中に提出を！
　児童手当を受けている方は、毎年6月中に「児童手
当現況届」を提出しなければなりません。この届けは、
毎年6月 1日における状況を記載し、児童手当を引き
続き受ける要件があるかどうかを確認するためのもので
す。この届けの提出がないと、6月分以降の手当が受け
られなくなりますのでご注意ください。

児童手当制度
問　住民福祉課福祉係　℡ 62-1111（内線 122・123）
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　平成20年 7月から南部中継基地に直接持ち込まれる「ごみ処理
手数料」が変更になります。（市町村が収集するごみは今までどおり
無料です）
　今回の手数料改定は、ごみの減量化と資源化を推進し、ごみ処理
経費を抑制するための措置の一つでもあり、また、現状ではごみの
減量や再資源化（リサイクル）に積極的に取り組んでいる人とそう
でない人とのごみ処理経費が同じに扱われることは公平性に欠ける
こともあるため、受益者負担の適正化（原価主義への転換）の観点
からも手数料の見直しを行ったものであります。
　皆さんには、今回の手数料改定にご協力いただき、今後もごみの
減量化、リサイクルの推進にご協力いただきますようお願いします。

ごみ処理手数料改定
問　阿蘇広域行政事務組合　℡ 0967-24-5353

　平成20年 4月、高森警察署管内で「社会保険庁の
職員」等を名乗った振り込め詐欺未遂事件が発生して
います。また、悪質商法による被害も後を絶ちません。
不審な電話等があった場合は、お金を振り込んだり、
契約したりする前に警察または関係機関等へお問い合
わせください。
【悪質商法等の被害に遭わないために】
● 困ったときに相談する相手を作っておきましょう
　�　不審に思った場合は、迷わず近くの警察、消費生
活センター、市町村役場、親戚、友人などに相談し
ましょう。

● うまい話はこの世にない
　　見知らぬ人からのうまい話には要注意！
● 断るときはきっぱりと
　�　相手はだましのプロです。言葉巧みに勧誘します。
中途半端な態度が一番危険です。はっきり自分の意
思を伝えましょう。

● その場で契約しない
　�　時間をおいて、よく考えてから契約するかどうか
を決めましょう。

● 日ごろの備えが自分を救います
　�　「自分だけは大丈夫」と思う気持ちが気のゆるみに
なり、犯罪者や悪質業者に付け入られるすきを与え
ます。日ごろから被害防止対策を考えておきましょ
う。

● インターネットは慎重に
　・自分のＩＤ、パスワードの管理に注意しましょう。
　・�クレジットカード決済はセ
キュリティを確認し、カー
ド番号をむやみに送信しな
いようにしましょう。

　・�信頼できる業者と取引をし
ましょう。

悪質商法等に気をつけましょう
問　高森警察署　℡ 62-0110

※�最近、指定日以外にごみを出されるケースが見受けられます。ごみ出しは、決められたごみ袋で指定日の
　午前8時30分までに出しましょう。

6月30日まで（改定前）

家庭系
40㎏までは無料
50㎏から125円
10㎏ごとに25円

事業系 10㎏ごとに50円

⬇
7月1日から（改定後）

家庭系
10㎏までは無料
20㎏から100円
10㎏ごとに50円

事業系 10㎏ごとに100円
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５
月
１
日
、
高
森
総
合
セ
ン
タ
ー
で
「
高
森
町

消
防
団
辞
令
交
付
式
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

式
で
は
、
藤
本
正
一
町
長
が
「
郷
土
高
森
町
を

火
災
や
災
害
か
ら
守
り
、
住
民
生
活
の
安
定
に
寄

与
さ
れ
る
こ
と
を
お
願
い
し
ま
す
」と
あ
い
さ
つ
。

吉
良
嘉
人
団
長
か
ら
階
級
変
更
に
伴
う
49
人
と
新

入
団
員
９
人
、
女
性
消
防
団
の
団
員
１
人
に
辞
令

が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。
最
後
に
吉
良
団
長
が
「
予

防
消
防
に
努
め
、
火
災
ゼ
ロ
を
目
指
し
た
い
」
と

あ
い
さ
つ
し
、
更
な
る
地
域
防
災
へ
の
結
束
を
誓

い
ま
し
た
。
な
お
、
今
年
度
の
消
防
団
員
総
数
は

２
６
９
人
（
う
ち
女
性
団
員
５
人
）
で
す
。

　

火
災
時
を
は
じ
め
、
地
域
の
安
全
確
保
の
た
め

に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
消
防
団
。
消
防

団
員
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
仕
事
を
持
ち
な
が
ら
自
ら

の
意
志
に
基
づ
く
参
加
で
、
地
域
住
民
の
生
命
と

財
産
を
守
る
た
め
に
活
動
し
て
い
る
地
域
の
防
災

リ
ー
ダ
ー
で
す
。

　

私
た
ち
町
民
も
い
つ
発
生
す
る
か
わ
か
ら
な
い

災
害
に
備
え
、
積
極
的
に
防
災
訓
練
に
参
加
し
た

り
、
非
常
持
出
品
の
準
備
を
す
る
こ
と
が
必
要
で

す
。
特
に
火
災
に
つ
い
て
は
、常
に
「
火
の
用
心
」

の
気
持
ち
を
忘
れ
な
い
こ
と
が
大
切
で
す
。

高森町消防団町消
役職・分団名 氏　名（敬称略）
団 長 吉 良　 嘉 人
副 団 長 後 藤　 勝 博
副 団 長 渡 邉　 博 実
副 団 長 本 田　 利 直
副 団 長 岩 下　 一 夫
本 部 員 住 吉　 正 史
本 部 員 赤 木　 哲 政
本 部 員 林　　 淳 一
本 部 員 阿 南　 輝 記
第 1分 団 長 工 藤　 敏 祐
第 2分 団 長 岡 本　 房 雄
第 3分 団 長 本 田　 秀 雄
第 4分 団 長 荒 牧　　 久
第 5分 団 長 白 石　 耕 次
第 6分 団 長 桐 原　 市 博
第 7分 団 長 津 留　 智 幸
第 8分 団 長 後 藤　 浩 一
第 9分 団 長 住 吉　 博 信
第1 0分団長 野 尻　 英 夫
第1 1分団長 瀬 井　 悦 老
第1 2分団長 古 澤　 要 介
第1 3分団長 後 藤　 賢 治

幹部及び分団長
分　団　名 氏　名（敬称略）
第 1 分団 1 部 兒 玉　 孝 男
第 1 分団 1 部 阿 南　 裕 彰
第4分団 1 部 本 田　 雄 祐
第 5 分 団 嶋 田　 政 友
第 5 分 団 宇 藤　 貴 夫
第 5 分 団 本 田　 健 治
第 6 分 団 中 村　 裕 輔
第7分団 1 部 林　　 一 将
第 1 2 分 団 林　　 秀 一

新入団員

分　団　名 氏　名（敬称略）
本 部 岩 下　 光 恵

女性団員

■お問い合わせ先　総務課総務係　℡６２－１１１１（内線１１４・１１５）
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NEWS高森町のあれこれ
▼児童たちはオカリナの演奏にあわせ一緒に口ずさんでいました。

バードカービング展
本物そっくりの野鳥１１５点
　色見在住の小山田美和さんの野鳥彫刻作品を紹介する
「バードカービング展」が観光交流センターで開催されま
した。これは、5月 10 日から 16 日までの「愛鳥週間」
にあわせ開かれたもので今年で 3回目。会場には、フク
ロウやシロハラクイナ、ヨタカなど 115 点が展示され、
訪れた人たちの目を楽しませていました。

▼今にも飛んでいきそうな野鳥が会場いっぱいに並べられました。 学校と家庭の交通安全リーダー証交付式
交通ルールを守り低学年の模範になります
　4月25日、高森中央小学校で「学校と家庭の交通安全リー
ダー証交付式」が行われました。これは、学校と家庭から
交通安全を広げてもらおうと熊本県交通安全推進連盟が 6
年生 36人に送ったもので、中野晃校長が児童代表に交付。
伊東泰成くんが「低学年の模範となるような行動をします」
と誓いの言葉を述べました。

▲児童代表で交通安全リーダー証を受け取る佐伯隣太郎くん。

高森中央小学校
「オカリナコンサート」
体育館に響くきれいな音色
　5月 15日、高森中央小学校で「オ
カリナコンサート」が開かれまし
た。村山憲二さんと黒木厚子さんが
「となりのトトロ」や「千の風になっ
て」などを演奏。児童たちはきれい
な音色に聞き入っていました。ま
た、その後不審者が校内に侵入し
たことを想定した避難訓練も行わ
れました。
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国家公務員採用
Ⅲ種（税務）試験
受験者募集

　6月 1日から道路交通法が一部改
正されました。改正後の内容は次の
とおりです。
●普通自転車の歩道通行可
　 　普通自転車が歩道を通行できる
のは、次の場合になります。
・ 「歩道通行可」の標識等があるとき
・ 児童、幼児など政令で定める者が
運転するとき
・ 車道または交通の状況に照らして、
歩道を通行することがやむを得な
いと認められるとき
●後部座席もシートベルト着用
　 　自動車の運転手は、同乗者全員
にシートベルトを装着させなけれ
ばなりません。（ただし、違反者に
点数切符が適用されるのは、当面、
高速道路と自動車専用道路のみ）

●「高齢運転者標識」表示義務
　 　75 歳以上の運転手は、高齢運転
者標識（もみじマーク）を普通自
動車の前面及び後面に付けなけれ
ばなりません。

●「聴覚障害者標識」表示義務
　 　政令で定める程度の聴覚障害者
で免許に条件を付された運転手が、
普通自動車を運転するときは、そ
の車に「聴覚障害者標識」を表示
しなければなりません。

改正道路交通法水害に備えて

　今年も梅雨時期になりましたが、
近年地球温暖化の影響で局地的に降
り、短時間のうちに河川などが氾濫
する「ピンポイント豪雨」が発生す
るようになりました。
　このため、もし異常な雨の降り方
を感じたら早めの対応をしてくださ
い。
１．正確な情報収集自主的避難を
　 　ラジオや防災無線からの情報に
注意し、早めの自主避難に心がけ
る。特に、お年寄りや子ども、自
力での避難が困難な人は協力して
安全なところに移動させる。
２．避難の呼びかけに注意を
　 　危険が迫ったときは役場や消防
団から避難の呼びかけをすること
があります。この場合は速やかに
避難してください。
３ ．動きやすい格好、2人以上での
避難
　 　避難するときは動きやすい格好
で 2人以上での避難を心がける。

■お問い合わせ先
　阿蘇広域消防本部南部分署
　℡62-9034

■お問い合わせ先
　阿蘇税務署
　℡0967- 22 -0551

■お問い合わせ先
　高森警察署
　℡６２- ０１１０

　人事院九州事務局と熊本国税局
では、国家公務員採用Ⅲ種（税務）
試験の受験者を募集します。
　国家公務員採用Ⅲ種（税務）試
験に合格し採用されますと、全員
が税務大学校に入校し、1 年間、
税務職員として必要な専門知識を
習得するための研修を受けること
になっています。
　その後、税務署に配属され、国
税の仕事に従事することになりま
す。
　なお、募集要項は次のとおりで
す。
●受験資格
　 昭和 62 年 4 月 2 日から平成 3
年 4月 1日までに生まれた方で、
学歴は問いません。

●試験の程度
　高校卒業程度
●申込書の受付期間
　 6月 24日（火）から 7月 1日（火）
まで（通信日付印有効）

●第1次試験
　9月 7日（日）
●申込用紙
　 人事院九州事務局、熊本国税局
または最寄りの税務署に備えて
います。



141515 Public Information

国民年金だより

じんけん人権
住じ

ゅ
う

民み
ん

福ふ
く

祉し

課か

　
人じ

ん

権け
ん

同ど
う

和わ

啓け
い

発は
つ

係か
か
り

■お問い合わせ先　熊本東社会保険事務所　℡096-367-2500

●�一部免除期間（一部納付した場合に限る）や全額免除期間は、

年金受給に必要な期間（25年）に算入されますが、老齢基

礎年金の額を計算する場合、1/ ３～ 5/6 に減額されます。

●��年金の減額を防ぐには、10年以内に追納（免除された部分

の保険料をあとから納付すること）すれば大丈夫です。

●�追納する場合、保険料免除等の承認を受けた期間の翌年度か

ら起算して、3年度目以降に保険料を追納すると、当時の保

険料額に経過期間に応じた加算額が上乗せされます。

障し
ょ
う

害が
い

者し
ゃ

の
人じ

ん

権け
ん

〜
「
ま
ち
」
か
ら
、「
心こ

こ
ろ
」
か
ら
バ
リ
ア
を
な
く
そ
う
〜

あ
る
日ひ

の
出で

来き

事ご
と

【
ス
ー
パ
ー
の
駐

ち
ゅ
う

車し
ゃ

場じ
ょ
うで
】

　

車
く
る
まイ
ス
を
使つ
か
う
ま
ち
こ
さ
ん
は
、
自じ

動ど
う

車し
ゃ
の
免め
ん
許き
ょ
を
持も

っ
て
い
る
お
で
か
け
好ず

き
の
お
姉ね
え
さ
ん
。
今き
ょ
う日
は
手て

づ
く
り
料
り
ょ
う

理り

を
ふ
る
ま
っ
て
く
れ
る
と
い
う
の
で
、

私わ
た
しも
買か

い
物も
の
を
手て

伝つ
だ
う
こ
と
に
し
た
。
行い

き
先さ
き
は
、私
わ
た
しも
よ
く
行い

く
ス
ー
パ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
。
２
台だ
い

分ぶ
ん

あ
る
障
し
ょ
う

害が
い

者し
ゃ

用よ
う

駐ち
ゅ
う

車し
ゃ

場じ
ょ
うに
止と

め
よ
う
と
す
る
と
、
な
ん
と
両
り
ょ
う

方ほ
う

と
も
駐
ち
ゅ
う

車し
ゃ

中ち
ゅ
う！
し
ば
ら
く
待ま

っ
て
い
る
と
、
一ひ
と

人り

の
男だ
ん

性せ
い
が
走は
し
っ
て
き
た
。「
ご

め
ん
、
ご
め
ん
。
ち
ょ
っ
と
急い
そ
い
で
た
も
ん
で
。」

　
「
よ
く
あ
る
こ
と
な
の
よ
。
で
も
、
こ
れ
で
駐
ち
ゅ
う

車し
ゃ
で
き
る
ね
。」
と
ま
ち
こ
さ
ん
。

　

つ
づ
い
て
車
く
る
まを

降お

り
た
ま
ち
こ
さ
ん
の
前ま
え

に
現
あ
ら
わ

れ
た
の
は
、
ス
ロ
ー
プ
の
登の
ぼ
り
口ぐ
ち
を
ふ
さ
ぐ
自じ

転て
ん

車し
ゃ
の
群む

れ
。
そ
れ
を
１
台だ
い
ず
つ
動う
ご
か
し
な
が
ら
、

つ
く
づ
く
考
か
ん
がえ
た
。い
つ
も
利り

用よ
う
し
て
い
る
の
に
、

私わ
た
しも
全ぜ
ん

然ぜ
ん

気き

付づ

い
て
い
な
か
っ
た
！
障し
ょ
う
が
い
し
ゃ

害
者
用よ
う

の

駐ち
ゅ
う
し
ゃ
じ
ょ
う

車
場
や
ス
ロ
ー
プ
が
あ
っ
て
も
、
そ
れ
を
使つ
か
い

や
す
く
す
る
の
も
使つ
か
い
に
く
く
す
る
の
も
、
人ひ
と
な

ん
だ
な
ぁ
。

　
　
　
　
　
　
　
（
熊く
ま
も
と
け
ん
じ
ん
け
ん

本
県
人
権
セ
ン
タ
ー
「
く
ら
し
と
人じ

ん
け
ん権
」
か
ら
）

国民年金保険料の一部納付（一部免除）が
承認された方
　国民年金保険料の一部納付（3/ ４納付、半額納付、1/ ４納付）が承認された方は、後日一部納付用の納付書が送

付されますので、その納付書で納付してください。

　この保険料を納めないと、『未納期間』となり、老後に受け取る年金（老齢基礎年金）や障害・死亡のときの年金

（障害基礎年金・遺族基礎年金）を受けられない場合がありますので忘れずに必ず納付してください。
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○ 

試
験
案
内
配
布
期
間　

６
月
16
日
（
月
）
〜
７

月
18
日
（
金
）

○ 

試
験
案
内
配
布
場
所　

熊
本
県
社
会
福
祉
協
議

会
（
福
祉
人
材
・
研
修
セ
ン
タ
ー
）、
各
市
町

村
社
会
福
祉
協
議
会
（
支
所
含
む
）、
熊
本
県

高
齢
者
支
援
総
室
、
熊
本
市
高
齢
介
護
福
祉
課

※
土
・
日
曜
、
祝
日
を
除
き
ま
す
。

※ 

郵
送
に
よ
る
試
験
案
内
の
配
布
は
行
い
ま
せ

ん
。

○
受
付
期
間　

７
月
７
日
（
月
）
〜
18
日
（
金
）

○ 

申
込
方
法　

受
験
申
込
書
は
、「
試
験
案
内
」

巻
末
の
専
用
封
筒
を
使
用
し
、
１
通
に
つ
き
１

名
分
を
、
必
ず
簡
易
書
留
に
よ
り
熊
本
県
社
会

福
祉
協
議
会
（
福
祉
人
材
・
研
修
セ
ン
タ
ー
）

あ
て
に
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

※
７
月
18
日
の
消
印
有
効

※
持
参
に
よ
る
申
込
書
の
受
付
は
行
い
ま
せ
ん
。

○
受
験
手
数
料　

８
，
８
０
０
円

○ 

実
務
研
修
の
予
定　

試
験
合
格
者
を
対
象
に
、

実
務
研
修
を
実
施
し
ま
す

・ 

実
施
時
期　

１
月
〜
３
月
の
７
日
間
（
前
期
３

日
、
後
期
４
日
）

・
実
施
会
場　

熊
本
市
内

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

 

熊
本
県
社
会
福
祉
協
議
会
（
福
祉
人
材
・
研
修

セ
ン
タ
ー
）

　

℡
０
９
６-

３
２
２-
８
０
７
７

　

人
事
院
及
び
各
府
省
で
は
、
国
家
公
務
員
中
途

採
用
者
選
考
試
験
（
再
チ
ャ
レ
ン
ジ
試
験
）
を
実

施
し
ま
す
。

○ 

受
験
資
格　

昭
和
43
年
４
月
２
日
〜
昭
和
54
年

４
月
１
日
生
ま
れ
の
方

○ 

受
付
予
定
期
間　

６
月
24
日
（
火
）
〜
７
月
１

日
（
火
）

○
１
次
選
考
実
施
予
定
日　

９
月
７
日
（
日
）

○ 

受
験
案
内
等
の
請
求
方
法　

返
信
用
封
筒
（
角

形
２
号
、
１
４
０
円
分
の
切
手
貼
付
、
あ
て
先

及
び
「
再
チ
ャ
レ
ン
ジ
試
験
」
明
記
）
を
同
封

し
た
封
筒
に
、「
再
チ
ャ
レ
ン
ジ
試
験
」
と
朱

書
き
し
、
左
記
問
い
合
わ
せ
先
へ
送
付
し
て
く

だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

人
事
院
九
州
事
務
局
第
二
課
試
験
係

　

℡
０
９
２-

４
３
１-

７
７
３
３

高
森
町
役
場
℡
62-

１
１
１
１
／
草
部
出
張
所
℡
64-

０
２
１
１
／
野
尻
出
張
所
℡
65-

０
２
１
１

新  

着  

情  

報

　

現
代
は
、
多
く
の
人
が
い
つ
で
も
食
べ
た
い
も

の
を
食
べ
ら
れ
る
豊
か
な
社
会
に
な
り
ま
し
た

が
、
一
方
で
「
食
卓
を
囲
む
こ
と
の
大
切
さ
」「
食

事
の
あ
り
が
た
さ
」「
食
が
心
の
身
体
の
元
気
の

土
台
」
等
、
当
た
り
前
の
こ
と
が
な
い
が
し
ろ
に

さ
れ
て
は
い
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

ま
た
最
近
、「
食
」
に
関
す
る
偽
装
問
題
や
「
食
」

を
め
ぐ
る
事
件
が
続
発
し
て
お
り
、「
食
」
の
あ

り
方
が
問
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

も
う
一
度
「
食
」
の
大
切
さ
を
ご
家
族
で
考
え

て
み
ま
せ
ん
か
。

　

介
護
支
援
専
門
員
実
務
研
修
受
講
試
験
は
、
熊

本
県
知
事
の
指
定
を
受
け
、
次
の
要
領
で
実
施
し

ま
す
。

○
日
時　

10
月
19
日
（
日
）
午
前
10
時
開
始

○ 

会
場
（
予
定
）　

熊
本
学
園
大
学
ま
た
は
熊
本

大
学

※ 

試
験
会
場
は
、
受
験
者
が
指
定
す
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。

○ 

受
験
資
格　

原
則
と
し
て
、
保
健
、
医
療
、
福

祉
の
分
野
で
通
算
５
年
（
一
部
10
年
）
以
上
の

実
務
経
験
を
有
す
る
方

※
詳
細
は
「
試
験
案
内
」
に
記
載

町県民税第１期の納期限は６月30日（月）です。／高森町役場税務課

国
家
公
務
員

中
途
採
用
者
選
考
試
験

　

５
月
26
日
付
け
で
行
っ
た
町
職
員
の
人
事
異
動

の
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。（　

）
は
旧

○ 

課
長　

総
務
課
長
／
岩
下
健
治
（
総
務
課
長
兼

税
務
課
長
）、
税
務
課
長
／
岩
下
昭
久
（
産
業

観
光
課
商
工
観
光
係
長
）

○ 

課
長
補
佐　

税
務
課
長
補
佐
／
後
藤
秀
希
（
税

務
課
長
補
佐
兼
固
定
資
産
係
長
）

○ 

係
長　

税
務
課
固
定
資
産
係
長
／
岩
下
茂
巳

（
産
業
観
光
課
員
）、
産
業
観
光
課
商
工
観
光
係

長
／
甲
斐
末
久
（
総
務
課
財
産
管
理
係
長
）、

総
務
課
財
産
管
理
係
長
／
後
藤
健
一
（
総
務
課

員
）

○ 

課
員　

建
設
課
員
／
安
藤
吉
孝
（
住
民
福
祉
課

員
）、
住
民
福
祉
課
員
／
髙
崎
康
誌
（
建
設
課

員
）、
産
業
観
光
課
員
／
岩
下
雅
広
（
総
務
課

員
）、
産
業
観
光
課
員
／
緒
方
久
哉
（
総
務
課

員
）、
住
民
福
祉
課
員
／
白
石
孝
二
（
税
務
課

員
）、税
務
課
員
／
馬
原
孝
平
（
産
業
観
光
課
員
）

○ 

保
育
園　

高
森
東
保
育
園
／
瀬
井
類
子
（
色
見

保
育
園
）、
色
見
保
育
園
／
興
梠
と
め
子
（
高

森
東
保
育
園
）

６
月
は
食
育
月
間
で
す

人
事
異
動

熊
本
県
介
護
支
援
専
門
員

実
務
研
修
受
講
試
験
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人
事
院
で
は
、
高
等
学
校
卒
業
程
度
の
試
験
と

し
て
、「
平
成
20
年
度
国
家
公
務
員
採
用
Ⅲ
種
試

験
」
を
実
施
し
ま
す
。

○�

受
験
資
格　

昭
和
62
年
４
月
２
日
〜
平
成
３
年

４
月
１
日
生
ま
れ
の
方

○
受
付
期
間　

６
月
24
日（
火
）〜
７
月
１
日（
火
）

○
第
１
次
試
験
日　

９
月
７
日
（
日
）

※
九
州
地
区
で
は
９
試
験
地
で
実
施

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

人
事
院
九
州
事
務
局

　

℡
０
９
２-

４
３
１-

７
７
３
３

国民健康保険税第２期の納期限は６月30日（月）です。／高森町役場住民福祉課

　

平
成
21
年
３
月
新
規
学
校
卒
業
予
定
者
に
係
る

求
人
受
理
説
明
会
を
左
記
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

　

新
規
学
校
卒
業
予
定
者
を
募
集
す
る
た
め
に

は
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
へ
の
届
け
出
が
必
要
と
な
り

ま
す
の
で
、
平
成
21
年
３
月
新
卒
者
の
採
用
を
計

画
さ
れ
て
い
る
事
業
主
の
皆
さ
ん
は
ご
参
加
願
い

ま
す
。

○�

日
時　

６
月
12
日
（
木
）
午
後
２
時
〜
午
後
４

時
（
午
後
１
時
30
分
受
付
開
始
）

○�

会
場　

か
ん
ぽ
の
宿
阿
蘇
（
阿
蘇
市
一
の
宮
町

宮
地
５
９
３
６
）

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
阿
蘇
（
公
共
職
業
安
定
所
）

　

℡
０
９
６
７-
２
２-

８
６
０
９

　

高
齢
者
無
料
職
業
紹
介
所
は
、
概
ね
65
歳
（
60

歳
く
ら
い
か
ら
の
ご
利
用
が
あ
り
ま
す
）
以
上
の

方
に
、
本
人
の
希
望
と
能
力
に
応
じ
た
仕
事
を
紹

介
し
て
い
ま
す
。
充
実
し
た
生
活
と
社
会
参
加
の

た
め
に
も
、
積
極
的
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

熊
本
相
談
所

　

℡
０
９
６-

３
５
３-

２
３
２
２

　

阿
蘇
相
談
所

　

℡
０
９
６
７-

３
２-

４
５
３
３

　

先
の
大
戦
に
お
い
て
、
外
地
等
（
事
変
地
の
区

域
ま
た
は
戦
地
の
区
域
）
に
派
遣
さ
れ
、
戦
時
衛

生
勤
務
に
従
事
さ
れ
た
旧
日
本
赤
十
字
社
救
護
看

護
婦
及
び
旧
陸
海
軍
従
軍
看
護
婦
の
方
（
慰
労
給

付
金
受
給
者
を
除
く
）
に
対
し
て
、
そ
の
ご
苦
労

に
報
い
る
た
め
内
閣
総
理
大
臣
名
の
書
状
を
贈
呈

し
て
い
ま
す
。

　

ご
本
人
ま
た
は
ご
家
族
な
ど
か
ら
の
ご
連
絡
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

○
請
求
期
限　

平
成
21
年
３
月
31
日

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

総
務
省
大
臣
官
房
管
理
室

　

℡
０
３-

５
２
５
３-

５
１
８
２

国
家
公
務
員
採
用
Ⅲ
種
試
験

（
高
等
学
校
卒
業
程
度
）はなしのぶコンサート

【日時】6 月 22 日（日）10：30 ～
【場所】阿蘇野草園はなしのぶ広場
※雨天の場合は休暇村キャンプ場休憩舎

高森湧水トンネル七夕まつり
【日時】7 月 5 日（土）～ 7 月 7 日（月）
 	 9：00 ～ 20：00

【場所】高森湧水トンネル公園

　「城北地区中学生バドミントン大会」が 5 月 3 日と
4 日に玉名市総合体育館で行われ、高森中学校バド
ミントンクラブが女子団体で優勝するなど好成績を
収めました。個人の結果は次のとおりです。（敬称略）
女子個人シングルスベスト 8 ／木津秋乃、同ベスト
16 ／岩下まりあ、女子個人ダブルスベスト 8 ／古口
結香・岩下真与、同ベスト 16 ／岩下菜摘・東真理子
　また同クラブは、5 月 10 日と 11 日にウイング松
橋で行われた「熊本市南西部地区中学生バドミント
ン大会」でも女子団体で準優勝を飾りました。

イ
ベ
ン
ト
情
報　
　

Event Inform
ation

高森中学校
バドミントンクラブ大活躍

新
規
学
校
卒
業
予
定
者
対
象

求
人
受
理
説
明
会

高
齢
者
無
料
職
業
紹
介
所

旧
日
本
赤
十
字
社
救
護
看
護

婦
及
び
旧
陸
海
軍
従
軍
看
護

婦
の
皆
さ
ん
へ
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高
森
町
役
場
℡
62-

１
１
１
１
／
草
部
出
張
所
℡
64-

０
２
１
１
／
野
尻
出
張
所
℡
65-

０
２
１
１

新  

着  

情  

報

　

本
格
的
な
高
齢
化
社
会
を
迎
え
て
、
労
働
者
が

心
身
と
も
に
健
康
に
働
き
続
け
る
た
め
に
、
成
人

病
の
予
防
や
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
な
ど
、
労
働
衛
生

管
理
活
動
の
重
要
性
は
ま
す
ま
す
増
し
て
い
き
ま

す
。
し
か
し
、
労
働
者
50
人
未
満
の
小
規
模
事
業

場
で
は
、
産
業
医
・
衛
生
管
理
者
の
選
任
義
務
は

な
く
、
ま
た
事
業
者
が
独
自
に
医
師
を
確
保
し
て

労
働
者
の
健
康
管
理
を
す
る
こ
と
は
困
難
な
場
合

が
多
く
あ
り
ま
す
。

　

地
域
産
業
保
健
セ
ン
タ
ー
で
は
、
こ
う
し
た
小

規
模
事
業
場
に
働
く
労
働
者
へ
の
産
業
保
健
サ
ー

ビ
ス
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
郡
市

医
師
会
が
国
の
委
託
を
受
け
て
阿
蘇
地
域
産
業
保

健
セ
ン
タ
ー
が
運
営
し
て
い
ま
す
。

　

阿
蘇
地
域
産
業
保
健
セ
ン
タ
ー
で
は
、
次
の
よ

う
な
健
康
相
談
窓
口
を
無
料
で
行
っ
て
い
ま
す
。

（
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
）

○
日
時

・
６
月
12
日
（
木
）
午
後
２
時
〜
午
後
４
時

　

東
医
院

・
７
月
24
日
（
木
）
午
後
２
時
〜
午
後
４
時

　

馬
原
内
科
医
院

・
９
月
11
日
（
木
）
午
後
２
時
〜
午
後
４
時

　

藤
本
医
院

・
10
月
23
日
（
木
）
午
後
２
時
〜
午
後
４
時

　

寺
崎
内
科
胃
腸
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

・
12
月
４
日
（
木
）
午
後
２
時
〜
午
後
４
時

　

平
田
医
院

・
１
月
15
日
（
木
）
午
後
２
時
〜
午
後
４
時

　

東
医
院

・
２
月
12
日
（
木
）
午
後
２
時
〜
午
後
４
時

　

馬
原
内
科
医
院

・
３
月
19
日
（
木
）
午
後
２
時
〜
午
後
４
時

　

平
田
医
院

○
場
所　

高
森
町
商
工
会

※ 

利
用
希
望
の
方
は
、
阿
蘇
地
域
産
業
保
健
セ
ン

タ
ー
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　

阿
蘇
地
域
産
業
保
健
セ
ン
タ
ー

　

℡
０
９
６
７-

３
４-

１
１
７
７

　

放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
（
ス
カ
イ
パ
ー
フ
ェ
ク
Ｔ

Ｖ
！
）
を
利
用
し
て
授
業
を
行
う
正
規
の
大
学
で

す
。

○ 

教
養
学
部　

①
全
科
履
修
生
（
４
年
以
上
在
学

し
、学
士
を
目
指
す
学
生
）、②
選
科
履
修
生
（
１

年
間
在
学
し
、
希
望
す
る
科
目
を
履
修
）、
③

科
目
履
修
生
（
６
か
月
間
在
学
し
、
希
望
す
る

科
目
を
履
修
）

※ 

人
文
・
社
会
・
自
然
・
産
業
等
の
幅
広
い
分
野

の
科
目
（
約
３
０
０
科
目
）
か
ら
学
べ
ま
す
。

※ 

15
歳
以
上
で
あ
れ
ば
、
誰
で
も
選
科
・
科
目
履

修
生
に
入
学
で
き
ま
す
。

○ 

大
学
院　

①
修
士
選
科
生
（
１
年
間
在
学
し
、

希
望
す
る
科
目
を
履
修
）、②
修
士
科
目
生
（
６

か
月
間
在
学
し
、
希
望
す
る
科
目
を
履
修
）

※ 

18
歳
以
上
で
あ
れ
ば
、
誰
で
も
入
学
で
き
ま
す
。

○
募
集
期
間　

６
月
15
日（
日
）〜
８
月
31
日（
日
）

※ 

教
養
学
部
・
大
学
院
と
も
に
入
学
試
験
は
あ
り

ま
せ
ん
。

■
資
料
請
求
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　

放
送
大
学
熊
本
学
習
セ
ン
タ
ー

　

℡
０
９
６-

３
４
１-

０
８
６
０

阿
蘇
地
域
産
業
保
健
セ
ン
タ
ー

健
康
相
談
窓
口

　

裁
判
員
制
度
と
は
、
国
民
の
皆
さ
ん
か
ら
選
ば

れ
た
裁
判
員
が
、
刑
事
裁
判
に
参
加
し
、
裁
判
官

と
一
緒
に
、
被
告
人
が
有
罪
で
あ
る
か
無
罪
で
あ

る
か
、
ま
た
、
有
罪
で
あ
れ
ば
ど
れ
く
ら
い
の
刑

が
相
当
か
を
決
め
る
制
度
で
、
い
よ
い
よ
ス
タ
ー

ト
ま
で
（
平
成
21
年
５
月
21
日
施
行
）
１
年
余
り

と
迫
っ
て
き
ま
し
た
。

　

今
年
の
12
月
頃
に
は
、
く
じ
で
選
ば
れ
た
皆
さ

ん
の
ご
家
族
へ
裁
判
員
候
補
者
名
簿
に
記
載
さ
れ

た
旨
の
通
知
が
送
ら
れ
て
き
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
検
察
庁
で
は
、
裁
判
員
制
度
へ
の
理

解
を
い
た
だ
く
た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
広
報
活
動
を

実
施
し
て
い
ま
す
の
で
、
遠
慮
な
く
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

熊
本
地
方
検
察
庁
企
画
調
査
課

　

℡
０
９
６-

３
２
３-

９
０
３
５

裁
判
員
制
度
の
説
明
を
聞
い

て
み
ま
せ
ん
か

平
成
20
年
度
第
２
学
期

放
送
大
学
学
生
募
集

熊本地検広報キャラクター
「ヒーゴ」
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６
月
１
日
か
ら
10
日
ま
で
は
電
波
利
用
保
護
旬

間
で
す
。

　

総
務
省
九
州
総
合
通
信
局
で
は
、
電
波
利
用
保

護
旬
間
の
期
間
中
、
電
波
を
正
し
く
利
用
し
て
い

た
だ
く
た
め
の
広
報
活
動
及
び
不
法
無
線
局
の
取

締
り
を
強
化
し
て
い
ま
す
。

　

ル
ー
ル
を
守
ら
な
い
不
法
な
無
線
局
は
、
テ
レ

ビ
や
ラ
ジ
オ
の
受
信
に
障
害
を
与
え
た
り
、
携
帯

電
話
の
通
話
を
妨
害
す
る
だ
け
で
な
く
、
警
察
、

消
防
・
防
災
行
政
無
線
な
ど
人
命
に
関
わ
る
重
要

な
無
線
に
対
す
る
混
信
・
妨
害
が
発
生
す
る
な
ど
、

私
た
ち
の
生
活
を
お
び
や
か
し
て
い
ま
す
。

　

不
法
な
無
線
局
を
開
設
し
た
り
運
用
し
た
り
す

る
と
、
１
年
以
下
の
懲
役
ま
た
は
１
０
０
万
円
以

下
の
罰
金
に
処
せ
ら
れ
ま
す
。

　

電
波
に
は
免
許
が
、
無
線
機
に
は
技
適
マ
ー
ク

が
必
要
で
す
。
誰
も
が
安
心
し
て
利
用
で
き
る
よ

う
に
す
る
た
め
、
一
人
ひ
と
り
が
ル
ー
ル
（
電
波

法
）
を
守
っ
て
ク
リ
ー
ン
な
電
波
環
境
を
作
り
ま

し
ょ
う
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

九
州
総
合
通
信
局

　

・
不
法
無
線
局
、
混
信
・
妨
害

　

℡
０
９
６-

３
６
８-

８
６
５
６

　

・
受
信
障
害
（
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
）

　

℡
０
９
６-

３
２
６-

７
８
７
３

　

・
電
波
利
用
料

　

℡
０
９
６-

３
２
６-

７
８
０
５

　

・
そ
の
他
の
行
政
相
談

　

℡
０
９
６-

３
２
６-

７
８
１
９

無
理
は
承
知　

担
保
は
僕
の
出
世
で
す 

渡
辺　

雲
海

よ
か
知
ら
せ　

す
ぐ
届
け
な
ん
鯉
の
ぼ
り 

桐
原　

白
酔

息
も
た
え
だ
え　

犬
の
散
歩
は
願
い
下
げ 

後
藤　

信
子

独
り
言　

欲
求
不
満
重
ね
と
る 

佐
楢
見
乱
坊

よ
か
知
ら
せ　

息
子
が
暖の

れ

ん簾
継
ぐ
て
言
う 

馬
原　

馬
笑

新
学
期　
「
た
だ
今
」
聞
か
に
ゃ
落
ち
付
か
ん 

松
山
キ
ヨ
子

ほ
と
び
っ
て　

他
人
の
靴
の
如
た
る
足 

林　
　

不
忘

よ
か
知
ら
せ　

一
オ
ク
タ
ー
ブ
高
ァ
声 

後
藤　

愛
子

無
理
は
承
知　

難
民
は
命
が
け
で
す 

箸
本
き
み
子

独
り
言　

母
の
兆き

ざ
し

の
見
え
は
じ
め 

岡
本　

琴
司

息
も
た
え
だ
え　

山
菜
取
り
は
諦
め
た 

森
川
そ
よ
子

よ
か
知
ら
せ　

一
門
で
綱
打
と
う
ば
な 

浦
塚　

南
天

肥
後
狂
句　
（
阿
蘇
御
神
火
会
）

吸
物
に
浮
か
す
香
り
の
茗
荷
竹 

ウ
ミ
オ

辛
夷
咲
く
芋
は
植
え
た
か
時
期
の
花 

幸　

男

廃
校
の
庭
に
集
え
る
花
の
宴 

み
ず
ほ

東
風
強
し
目
に
も
止
ま
ら
ぬ
花
吹
雪 

晴　

雄

花
散
り
て
新
緑
映
ゆ
る
青
い
空 

澄　

子

滝
の
音
に
誘
わ
れ
行
く
も
肌
寒
し 

誠　

登

草
萌
え
て
仔
牛
も
ジ
ャ
ン
プ
す
る
牧
場 

信　

子

歌
詠
み

●
●
●

水
無
月

俳
　
　
句
（
根
子
岳
会
文
芸
ク
ラ
ブ
） 婚

姻
届
出
の
年
月
日
に
よ
り
確
認
し
ま
す
）、

②
す
で
に
満
60
年
に
達
し
、
平
成
19
年
度
ま
で

に
表
彰
を
受
け
た
こ
と
の
な
い
夫
婦

○
締
め
切
り　

６
月
30
日
（
月
）

■
お
問
い
合
わ
せ
先

　

住
民
福
祉
課
福
祉
係
（
内
線
１
２
２
・
１
２
３
）

○ 

委
託
業
務
名　

平
成
20
年
度
地
籍
調
査
測
量
業

務
委
託

○
委
託
金
額　

４
１
，
３
７
０
，
０
０
０
円

○ 

委
託
期
間　

平
成
20
年
５
月
16
日
〜
平
成
21
年

３
月
23
日

○
委
託
業
者　

㈱
ス
ペ
ッ
ク

無
理
は
承
知　

担
保
は
僕
の
出
世
で
す

よ
か
知
ら
せ　

す
ぐ
届
け
な
ん
鯉
の
ぼ
り

息
も
た
え
だ
え　

犬
の
散
歩
は
願
い
下
げ

息
も
た
え
だ
え　

犬
の
散
歩
は
願
い
下
げ

息
も
た
え
だ
え　

犬
の
散
歩
は
願
い
下
げ

息
も
た
え
だ
え　

犬
の
散
歩
は
願
い
下
げ

守
っ
て
！
電
波
の
ル
ー
ル

　

回
覧
文
書
で
も
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
が
、
金

婚
夫
婦
表
彰
該
当
者
及
び
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚
夫
婦

表
彰
該
当
者
の
申
し
込
み
を
受
け
付
け
て
い
ま

す
。
左
記
に
該
当
さ
れ
表
彰
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

申
し
込
み
を
お
願
い
し
ま
す
。

○ 

金
婚
夫
婦
表
彰　

①
昭
和
33
年
１
月
１
日
か
ら

昭
和
33
年
12
月
31
日
ま
で
に
結
婚
を
さ
れ
、
満

50
年
に
達
し
た
夫
婦
（
満
50
年
は
、
婚
姻
届
出

の
年
月
日
に
よ
り
確
認
し
ま
す
）、
②
す
で
に

満
50
年
に
達
し
、
平
成
19
年
度
ま
で
に
表
彰
を

受
け
た
こ
と
の
な
い
夫
婦

○ 

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚
夫
婦
表
彰　

①
昭
和
22
年
９

月
１
日
か
ら
昭
和
23
年
８
月
31
日
ま
で
に
結
婚

を
さ
れ
、満
60
年
に
達
し
た
夫
婦
（
満
60
年
は
、

金
婚
夫
婦
及
び
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド

婚
夫
婦
表
彰
該
当
者
の
方
へ

入
札
結
果（
５
０
０
万
円
以
上
）
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健康講座
H e a l t h y  c o u r s e

　

麻
し
ん
は
、
麻
し
ん
ウ
イ
ル
ス
の
空
気
感
染
に

よ
っ
て
起
こ
り
、
感
染
力
が
強
く
予
防
接
種
を
受

け
な
い
と
多
く
の
人
が
か
か
る
病
気
で
す
。発
熱
、

せ
き
、
鼻
水
、
目
や
に
、
発
疹
を
主
症
状
と
し
ま

す
。
主
な
合
併
症
と
し
て
は
、
気
管
支
炎
、
肺
炎
、

中
耳
炎
、
脳
炎
が
あ
り
ま
す
。

　

麻
し
ん
は
１
歳
か
ら
２
歳
の
間
に
か
か
る
可
能

性
が
高
い
の
で
、
１
歳
に
な
っ
た
ら
な
る
べ
く
早

く
１
期
の
予
防
接
種
を
受
け
ま
し
ょ
う
。
現
在
は

麻
し
ん
と
風
し
ん
の
混
合
ワ
ク
チ
ン
が
使
用
さ
れ

て
お
り
、１
期
は
生
後
12
ヶ
月
か
ら
24
ヶ
月
の
間
、

２
期
は
小
学
校
就
学
前
の
１
年
間
の
間
に
受
け
る

よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
10
代
、
20
代
を
中
心
に
麻
し
ん
が
流
行
し

大
学
な
ど
で
休
校
が
相
次
ぎ
ま
し
た
が
、
そ
の
主

な
理
由
は

① 

麻
し
ん
に
か
か
っ
て
い
な
い
者
が
一
定
数
い
る

こ
と

② 

麻
し
ん
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
を
受
け
て
い
な
い
者

が
一
定
数
い
る
こ
と

③ 

１
回
目
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
で
免
疫
を
得
る
こ
と

が
で
き
な
か
っ
た
者
が
い
る
こ
と

な
ど
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
麻
し
ん
が
人
か
ら
人
へ
感
染
し
や
す

く
、
と
き
に
死
に
至
る
重
大
な
病
気
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
平
成
20
年
度
か
ら
24
年
度
ま
で
の
５
年
間

厚
生
労
働
省
か
ら
の
対
策
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
対

策
の
内
容
は
、
中
学
１
年
生
と
高
校
３
年
生
に
相

当
す
る
年
齢
の
者
を
対
象
に
麻
し
ん
の
３
期
及
び

４
期
の
定
期
予
防
接
種
を
実
施
す
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。
風
し
ん
に
つ
い
て
も
同
様
で
、
麻
し
ん

風
し
ん
混
合
ワ
ク
チ
ン
が
使
わ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

　

町
で
は
そ
れ
ぞ
れ
の
定
期
接
種
の
対
象
に
な
る

年
代
の
方
に
直
接
通
知
を
行
い
ま
す
の
で
、
も
れ

な
く
予
防
接
種
を
受
け
ら
れ
ま
す
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。

定
期
的
に
予
防
接
種
を
受
け
て

麻
し
ん
（
は
し
か
）
に

か
か
ら
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
！
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●町社会福祉協議会へ（敬称略）
［香典返し］
後藤　武義　　住吉ミチ子
甲斐　峰雄

●広報送料寄付（敬称略）
白石　健一（大分県竹田市）

休日在宅医
◎診療は午前9時から午後5時まで

6月15日 阿 蘇 立 野 病 院 ℡ 68-0111

6月22日 寺崎内科胃腸科クリニック ℡ 62-0373

6月29日 南郷谷整形外科病院 ℡ 62-3351

7月  6日 渡 辺 内 科 ℡ 67-1777

7月13日 後 藤 医 院 ℡ 67-0019

7月20日 阿 蘇 立 野 病 院 ℡ 68-0111

■６月15日～７月20日分

21 Public Information

2008年４月受付分（敬称略）

●
［香典返し］
後藤　武義　　住吉ミチ子
甲斐　峰雄

●

愛の
ご寄付

CONTRIBUTION

［ 住 所 ］
河 原・ 味 鳥

色 見・ 小 倉 原

矢 津 田・ 小 村

津 留 ・ 平

上 色 見・ 前 原

［ 死 亡 者 ］
森　　 正 六

小糸ケサ子

本田　幸人

甲斐シズ子

後藤　静代

［年齢］
90

92

79

82

87

［ 御 遺 族 ］
森　　 政 隆

小 糸　 安 行

本 田　 隆 輝

甲 斐　 峰 雄

後 藤　 則 和

平成20年4月30日現在

の
人
口

人口／７，４２８人（－14）
男性／３，５３１人（－11）
女性／３，８９７人（－ 3）
世帯／２，７７４戸（＋ 8）

T a k a m o r i  C a l e n d a r
高森カレンダー

６月16日～７月15日

おくやみ
もうし
あげます

●6月16日（月）
　役場支払日
●6月17日（火）～20日（金）
　高森温泉館休館日
●6月19日（木）
　友遊クラブ（高森総合センター）／13：30～15：30
●6月22日（日）
　 はなしのぶコンサート（阿蘇野草園はなしのぶ広場）
／10：30～12：00

●6月25日（水）
　役場支払日
●6月26日（木）
　友遊クラブ（高森総合センター）／13：30～15：30
●6月27日（金）
　年金相談（高森総合センター）／10：00～15：00
●7月5日（土）～7日（月）
　 高森湧水トンネル七夕まつり（湧水トンネル公園）／
9：00～20：00

●7月7日（月）
　役場支払日
●7月15日（火）
　役場支払日

編 集 後 記
An editorial postscript

▲

平成 24年度までに糖尿病などの生活習慣病・予備軍を
少なくとも25％減少させることを目標に、メタボリックシ
ンドロームに着目した特定健康診査と特定保健指導が今年
度から医療保険者に義務付けられました。日々の食事や運動
など、ちょっとした生活習慣の改善で十分に減らすことが可
能です。町では午後３時から防災無線でラジオ体操を放送し
ています。ぜひ皆さんの健康づくりにお役立てください。

お詫びと訂正
　広報たかもり 5月号の 10 ページ「小・中学校の新し
い先生紹介」で、宮﨑涼子先生の職名を「栄養助教諭」
と掲載しましたが、「養護助教諭」の誤りでした。お詫
びして訂正します。



A public relations magazine南阿蘇えほんのくに

第３回誕生祭
　5月 17日から 23日までの7日間、絵本
をキーワードにまちづくりを行うプロジェク
ト「南阿蘇えほんのくに」の「第3回誕生祭」
が、えほんの校舎（阿蘇フォークスクール内）
など南阿蘇の4会場で開催されました。えほ
んの校舎では18日、木のおもちゃづくりや
スーパー紙ヒコーキづくり、妖精たちのフェ
イスペインティングなどが行われ、また、ス
テージではＤＯＹＯ組のコンサートや大型紙
芝居も開かれ、たくさんの家族連れなどでに
ぎわいました。
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